































































は、2013 年 4 月 18 日に撮影された多摩大学フットサル部の練習試合の動画を使用した。
1 .	 時系列に沿って、直前画像との差分絶対値画像を一定数作成する（時系列差分画像配
列）。（図 2）












5 .	 近接するオプティカルフローを整理し、分析の対象とする。（図 6）
図 2　時系列差分画像配列（7 時点の例）
 図 3　差分累積画像 図 4　直線検出 図 5　有向化



























シーン ルール 対象時刻 対象場所
ボールを蹴り出す直前ま
たは蹴りだした直後
ボールの存在確率の高い領域が急激に移動
し、その間にボールの移動を示すオプティ
カルフローが存在する場合
ルール検出
の前
ボールの移動
開始場所
それまでの動きの向き・
速度が急激に変化
物体のオプティカルフローの向きが急速に
変化した場合
ルール検出
時点
変化した場所
異なる動きをしている 2
つの物体が衝突
2 つの移動物体のオプティカルフローの終点
が一致しており、向きが異なっている場合
ルール検出
の後
2 つのベクト
ルの終点
３．発　展
　画像切り出しルールに基づき実際に画像を抽出し、一般に提供して妥当性を検証する。試
合中の画像をリアルタイムで処理し、SNS への広報画像として自動配信する。SNS としては、	
Twitter	を検討している。
4	 矢野一樹；滝口哲也；有木康雄．探索手法の切り替えを用いたサッカー映像におけるボール追跡システム．画像の認識・
理解シンポジウム（MIRU2007），IS-3-22，2007，1052-1056．
− 198 −
動画中のキーフレーム自動抽出・配信システムの開発
